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：
の

地

位

知

堅

實

な
.
ぎ
し
ひ
る
を

.
得
令
所
以
：な

り
ビ
雖
も

#

動
：
 

费

M
利
子
の
負
纖
の
：大
な

•る

t
き
に
は

^ ]

益
分
配

■
制
度
の
下
に

.
何
も
の
を
も
收
得
す

.
る
g

は 

ざ
な
，
|

‘あ
る
f

し
：。
,.

•
例
へ

^

事
業
が

.
擴
_張
の
道

#

に
居
み
て
、資
本
余
を
：要
す
る
こ
ど
蠍
め

. 

P

多
く
、
f

事
業
主

'
は
：將

'
？

利
益
金
：霉

加

.す

る

利

：益

を

勝

し

て

、盛

に

借

入

金

を

爲

さ
ん 

力

沿

子

の
*

»

愈
.
令
®

<

し
、て
，勞
«

#

は
'
利

益

分

配
-'
0

E

R

浴

す

る

能

は
.
ず
，、將
來
，借

入

金

に 

.
對

す

：る

卿

字

の

負
» :

岭
減
，却
：せ
ら
れ
た

る
、際
化
、利
益

.
分

配
命
を
愛

6

る
考
ば

/
其
負
燦
の

ff
i

が 

-

I

時
：に
於
け
る

^

同
フ
の
勞
爾

#

R
 

I

一
 

ビ
す
れ
ば
悪
の
如
何
に
依
て
，損
得

0 .
差
を 

生
す
る
こ
ビ
甚
だ
し
；き
も
の

*

.

b

ビ
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

 

'

 

く

,-

利
子
に
次

'
い
，
S

J

r

y

ょ
ぅ

:

控
.
.除
せ
ら
る
可
き
：も
の

^

利
益
配

.
當
金

I

が
、利
益
配
當 

金

€

利
錄
分

^

金
，ヒ
は
：

»

本
來

' 0
.
性
質
允
於
て
、相

_

聯
贫
し
む
る

.
を
以
て
、至
當
な
ぅ
ギ
す

。

' 

廣
し
利

：

益
配
當
金

'0

,大
な
る
を
，得
を
は

'
®
.働
.者
が
仕
事

•の
上
に
出
精
し
て
、充
分
な
る
能
率
を 

發
挪
し
た
る
結
果
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、配
當
金
の
大
な
る
一
方
セ
#

働
者
に
對
す
る
利
益 

分
.

「

释
金
一
の

*

な
.
る
：钱
现

(

^

'
於
て
疋

.し

.
せ
す
可

<

、
M
 

^勞
猶
者

.
に
對
す
る

'
利
益

'
分

m.
金
への
求
だ

.

定
ま
ら
ざ
る
場
合
に
，獨
り
利
益
配
當
金
の
み

.
を
定
む
る
は
、當
れ
办
年
す

.
る
能
は

•
ざ
る

.な
h
v
o 

•

，業
主

W

勞
：働

«

.
と
0 *

間
に
刺
益
；金
を
；分

0
す
：る

'
-
R

當
り
、現
金

.

.!
:

以
て
す
る
ど
、株
式
を
以 

て
す
る
と

•
是
等

.兩
；者
を
混
用
す

i

ど
^

濟
文
は

«

險
基

%

に
供
用
す
る

A
0
命
の
ガ
法
の
行 

ft

る

；S

を

見

る

可

，し
。
，
現

金

を

以

V
、

利
益
金
を
分
配
す
る

V
J:

秦

I t

、他
の
■方
法
に
於
け
る
が
如 

く
、貯

f

を
獎
難
す
る
の

.效
果
：に
：乏
し
ピ
雖
も
其
，榮
働
樽
の
財

»

'
を
豐
に
し
*
®
等
の
生
活
を
上

卿
す
る
，
.の
效
果
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
能
は
ず
。

之
を

.
株
式
讓
與
の

「

.
方
法
に
比
轉
す
る
に
、勞

«
* 

• 

t
 

y
 

.

働
者
社
株
式
の
所
有

•又
は
放

.資
、に
就
て
必

.要
な
る
知
識
に

'
乏
し
ぐ
、又
彼
等
に
之
を
所
有
せ
し 

む
る
は
、彼
等

.
の

自

由

を

来

縛

し

、又

彼

等

の

間

に

行

は

，る

可
&

團
結
的
遲
動
を
腹
害
す
る
の

?a
,
. 

あ
：る

に

反

し

、®

金

分

配

の
"
制

度

，$

於

七

は

、毫

も

斯

：る

被

跡

を

，存
-
せ
：ざ

る

を

以

て

，な

りo 

-
_、银
れ
ど

.
も
.

,
式
の
形
態
に
於
て
、利
益
金

^

分
興
す
る
に
就

.，て
は

® .
^

上
.

®
の
•
弊
*

の
み

0
 

伴
ぅ
も
の

e

考

ふ

る

能

：，は
'
ず

。
：

固

ょ"
り
勞
働
潘
に
分
配
せ
ら
る

.可

.
き
株
式

%

確
實
安
全
祀
し 

て
、又
霞

^ ;

相
當
の
市
値

|
を
以
て

®

分
せ
ノ
ら
る
、
を

#

る
資
格
を
有
せ
ざ
る
可
炉
ら
ざ
る
：は
論 

を
俟
犮
す

S

雖
％
.
營
業

0

局
^

當
之
叉
少
な
く
迄
も
重
要
昝
る
業
務
の

|

部
を
分
*
す
る
社 

員
に
對
し

V

は
，多
少
投
機
的
性
質
を
有

.す
る
有
價
瞭
券
を
與
ふ

4

务
，妨

げ

す

、蓋

し

彼

等

は

自

四
卷
ハ
モ
^ ,
S

-:

，翰
：

骤

別

.益
分
：酣
制
度
か
論
す

 

i

fハ̂

i

.
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益
分
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制

度

を

黎

t 

• 

•
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,

第

六

號

I

.

努
力
1
1 :

依
‘
て
、營
業
の
繁
昌
を
求
め

.
以
て
株
式
價
格
の
確
實
穸
沏
す
可
け
れ
ば
な
ゑ
。

之 

.
を

I: 

f

原
M

I

す
る

5

を
し
て

I

 

s

 

し
む
る

S

人
を
し
て
會

J

共 

有
.

f

ら
し

S

所
f

 

o

T
、而
し
て

S

S

S

I

f

興
I

f

し
む
る
に
至
る
可
し
。

且
っ

f

s

s

.從
業
員
を

し

て

食
社

の

 

，料
主
た
ら

.し

.む
る
：？

は

^

.

等
の
永
勸
を
獎
勵
す
る
效
果
の
大
な

'
る

も

の

，
あ

り

。

罾
し
人

は

ニ
.
：
“

. 

/

關
係
の
深

i

事
業

R

留

i
p
て
、勞
動
こ
、勵
タ

S

に
し

I

雷

業
に
於

.け

る

關

係

，を
へ
深
，か

ふ

も

む

る

に

與

つ

て

力

あ

る

も

の

大

な

れ

ば

な

ぅ

。

.

■
然
れ
ど
も
利
益

I

金
と
し
>
、勞
働
者
に
株
式
を
頒
與
す
る
場
合
に
は
、其
株
式
發
亍
し 

驗

—

が
相
I

:

年
：
f

經
過
し
、
1

0

繁
S

 

?

碰

ミ

I

信
を
有
し
、又

s f

の 

?

金
を
所
有
す
る
結
果
ビ
し
て
、配
當
金
：の
率
に
；年
；也
均
衡
を
保
つ
を

.
得
る
乙
ビ
を
以
て
、必 

^

の
條
件
な
ち
、ビ

i

る
可
力

4

。

若
し
も
然

&
 

t

し
て
會
社
の
基
礎
微
弱

f

ん
か
、配

_

_

o

 漏

^

^

^

^

^

^

f 
J

1

i

敛
ク
仉

E

丨
1j

ん
：し
然
も
利
益
參
加
の
實
質
を
收
む
る
脓
よ

ざ
る
不
利
益
な
る
境
遇
，に
陷
ら
ざ

^

を
.得
.ざ
る
を

.
以
て
な
ち
。

此

i s

ょ
ぅ
云
は
ん
か
、我
國
の 

如
き
全
國
を
通
じ
て

.、無
；數
の

#

社
あ

^

、典
內

•に
は

.基
礎
の
極
か
て
微
弱
な
る
も
の
あ

む

、
利
益
 

配
常

.率
の
如
き
、年
度
に
：依
ヤ
高
彼
：の
；變
殆
：ど
：测
レ
知
る
可
か
ら
ざ
る
を
常
と
す
る
場
を
に
、利 

益
•
分
配
制

.
度
を
適
用
.じ
•殊

V

に
へ
利

^

分
.
配
.
金
を
株
式
の
形
漉
に
於
て
、

®

與
す
る
が
如
き
、果
し
て 

勞
'
.働

者

の

利

害

；に

飾

：へ
て
、得
策
と
.
す

可

き
^

否
や
。

會
•社

の

種

類
#

業

の

方

.式

苦

し

く

は

資

.

.

.

.

.. 

.

. 

" 

♦ 

ノ 

• 

V 

.

產
の
狀
況
等
に
依

Iて
、良
ら
：剑
斷
に
相
違
す
る
所

#

,

を
得
ざ

.
，る
な
り
、

現
に
之
を
我
國
の
現 

狀
に
：
.
徵
す
る
も
、株
式
會
社

.
に
：1>
'
„
て
、
*

礎
の
薄

^

株
式
配
當
率
の
不
规

.律
、株
：式

市

價

の

飢

高

下 

な
'
る

は
.殆

ど

諸

會

：社

：を
'

®

じ
て

^

る

：所.
な

：
り

。•'
:斯
る
場
合
.に
勞
働
者
を
し
て
利
益
分
配
金
の

代
偾
ヒ
し
て
、會
社
の

"
株
主
た
ら
し
む
る
は
、彼
等
を
驅
づ
て

)

投
•機
に
從
ぅ
栽

^

ら
.し
む
る
の
恐

.

.

.
 

: 

.

—

：

.
：

• 

•

. 

• 

■ 

.

.

. 

.

.

.

H

®
し

^-

せ
ず
。：株
式
市

®

の
高
低
は
時
に

.恐
一
條
を
惹
■
起
し
、典
間
多
數
勞
働
卷
を
し
て
不
朦 

0

變
動
に
依
て
、產
を
失

」

は
し
み
、或
は

«

然
0

幸
運
を
猇
得
ぜ
し
む
る
が
如
き
、決
し
て
勞
慟
漭

の
生

®

に
平
安
を
維
持
す
る
；所
以

e

ず
可
か
ら
ざ
ふ
な
り
。

故

.に
株
式
の
形
態
を
以
て
、勞
働

. 

.

.-

‘
. 

. 

、’
.

者
は
利

•益

‘.金

を

分配
す
る
場

.
合
に
は
、典
現
金
を
以
て
、分

配
す
る
.
分
に
對
し
て
、割
合
を
寒
小
に 

し
、勞
働

.者
全

-
體
に
，
|
分
配

.
せ
.
.ら

:3

;.、
輝
式
の
數
量
を
會
社
の
，*
行
す
る
株
武
.全
體
の
一
小
部
分 

第
十
四
卷

(

七
九
五
：)

.
:
'論

說

.

利
益
分

_

制
度
‘

竿

.

, 

.

第
六
號
五
ゼ



第
十
四
卷

(

.七
素

)

論
：
說

.：
利
f

識
度

I

T

.
 

‘

,
 

第
六
練

.

t

.

!
4
.
限
し

^

-
/ <

株
.式

^

利
益
分

.配
金
，に
代
用
す
る

#

社
ば
味
必
夺

«

^

_

^
金
を
し
て

'
ぎ
本
令 

r
 

i

b
-r
'

或
^

_

令
：に

邏

せ

し
'
む
る
.
を
必
要
一
s

^

o

即

ち

是

：等
の
：制
.限
は
會
社

.
の
：
株

,

配
當 

率
は

M

.
均
を
保
た

;1

,む
る
所
以
な
る
と
共
に
、萬
一
配
當
率
に
減
少
を
來
し
た
る
場
合
に

#

動
. 

«

の
へ
襄
る
不
利
の
影

_

‘を
制
限
す
を
の

«

な
れ
^
«
>
。

'

•

ぺ
利
益
分
：配
金

の
：；一

:

部
は
：猶

^

て
^

の
ニ
部
ゅ
株
^

を
以
そ
頒
輿
す
る
の
方
毕
亦
行
は 

な
、

Z
 9

し
あ
b

。

兩
者

.
中
の
孰
れ

^

重
き
を
置
ぐ

‘
可
き
や
に

M
て
は
、自
ら
異
な
る
も
の
あ

S 

:
可
1>

と
_

も
、兩
者

^ ;

浪
用

.す
：る

.
e

含
.は
、株
式
の
颁
與
は
貯

.蓄
を
促
し

.

^
現
金
の
頒
與
は

If
i:
に 

'
生
活
、土
の
欲

J

を
.達
^

る
に
'
遺

漏
®

.
か」

ら
し

^

•
る
を

’
得
る
雨

#

の

藥

的

：を
.併

せ

供

す

を

#

る 

芽
益
の

s
i
r' t

る
を
疑
％
ず
。

事
業
主
の
便
宜
ょ
り
云
ふ
ど
き

.は
、現
金
を

^

て
服
與
す
る
も
の 

ぐ

株

式

を

以

て

舰

與

す

る

-も

や

ミ

の

間

：に
、如
M

な
:：
.る
.
割
'合
を
以
て
す
可
き

か
、
一
に
之
を
當
賴 

溝
ゆ

^

思

に

依

て

.決

定

せ

し

む
^

を
可
な
ム
ど
す
る
が
：如
し
ビ
雖

.も

.、
株

式

を

以

て

分

配

金

を
 

獺

與

し

た

る

後•偶

：
冷

業

務

：の
：
成

績

へ

不

f

る
：
が.
如
き
事
實
に
接
す
る
と

&

は
、却
て
勞
働
溝
の 

反
感

^ ;

酸
成
す
る
ホ
危
險
；

,«
.し
と

.
す
る
能
は
ざ
る

.な

：
り

。

:.

•

利

益

分
.
®
'金
.
を

勞

働

，
薺

の

利'益

に

，
供

.，
せ

.ら

る

可

S

資

金

例

へ

.ば

病

傷

災

寄

老

發

等

に

對

す

II：

'

る

救
助
.
金
.
に
，
役

す

：
る

は
.、分
配

.金
颁
與
の

一

法
犮
る
を
；失
は
ず
，又
其
勞
働
：

*

:
に
利

益

.を

與

ふ

ゐ

—

.

.

.

1. 

.

.

.

. 

.

-

.

.

.
,.

.

.

.

.

.

.

.

.

.,
' 

. 

• 

.

.

の
^

實

を

疑

：ぅ

隹

は
^

^

此
.
利
益
を
得
る
爲
め
に
、

»

續
の

«

を
碰
な
ら
し
ひ
る
に
：莩
る
可
し

.

;■
■
:
.
:
 

一.
.
. 

.

：

■

'
.
.
.

 

• 

,
 

.

ビ
'

»
戈
果
：
.し
て
斯
へ
る

.形
態
の
刹
益

分
..

配

を

以

て

、勞
働
ー
潘
の」

勞
.
働

能

率

を

：刺
.
.戟

す

る
‘
を
#

る
.や 

'

否
齊
や
;:
0

(

多

數

の
#

働
潘
に
取

.
0

.T
:
.は
、上
記
の
利
益
を
收
む
る
を

.
得
“

遠
き
未
來
に

：

屬
し
、之
，

、
贪
朐

«

^

畫
'.
<

;
こ
拉
を
以
て
年
遠
な
ダ
と
；す
可
き
を
以
て
、此

.
黠

ょ

办

其

：效

果

に

疑

を

挾

ま

：ざ 

る
を
-
得
-ざ
.る 
i 
な
，-CV。

：
 

‘

:

.

之
：脅

要

す
.
る
.
'
U

.利
益
：分
® ^

制

度

e

經
»

上
P

る
s s
*

_

の

利

益

冲

、®

も
大
な
る
も
の
は
、
 

勞
働
者
の

「

勞
働
能

•

を「

刺
戟
し
て
、生
産
上
に
於
け
る
效

f e

を
上
進
せ
し
む
る
の

r

事
に

#

す 

る
ぐ
も
の

g

す
れ

)

ば
、利
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